平成２５年度　修了試験（本試験）
施行日　平成２５年１２月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　１／２　

問題１　次の各問いに答えよ。
（1） [image: 経緯度の表し方]あなたの自宅が地球上のどこにあるか、その位置情報を誰もが共有できる定量的な方法はどのようにして表現したら良いか。右図中にある語句を参考にして述べよ。
　　　　　地理座標（経度、緯度の座標）で表現する









（２）「測地系」とは何のことか、下図を参考にして述べよ。
[image: http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/~masumoto/vuniv2000/Img02l05.gif]モデルとなる回転楕円体の中心位置、赤道半径、扁平率等の定義のこと

（３）地球上の地物を含めた周辺地域を平らな地図（２次元の地図）にしたいとき、下図のように光源をどこかに設置し、影絵の要領で地球の曲面を平面に「投影」すると平らに表現できる。この「投影」することによって、ほかにどんな良いことがあるか述べよ。
投影法によって、方位、距離、面積のうち少なくともひとつは正確に表現できる

[image: 投影][image: http://3dcg.img.jugem.jp/20061215_219339.JPG][image: 投影2]

（４）地球上の地図を作成するときの投影法とは何かを説明し、GISを利用する場合に注意すべき点を述べよ。

投影法とは、複雑な曲面をもつ３次元の地球を２次元平面に表現するための方法である。
3次元の世界を完全に2次元で表現することはできないので、面積、形状、距離、方向のいずれかを正確に示すようにして、投影は行われなければならない。特にGISで空間解析をする場合、利用するデータがどんな投影法で獲得されているのかを意識し、例えば、距離や面積を測る場合であれば、これらが正確に記録されているかどうかに注意する必要がある。
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平成２５年度　修了試験（本試験）
施行日　平成２５年１２月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　
出題者　　　中　島　　義　雄　　
科目　地理情報システム　２／２

問題２　平面直角座標系は昭和26年に定められた日本固有の座標系で、平成十四年国土交通省告示第九号で定義されている。定義の備考欄には下表の通り、座標系の詳細が記されている。これを読んで、次の設問に答えよ。
	備考　座標系は、地点の座標値が次の条件に従ってガウスの等角投影法によって表示されるように設けるものとする。 

	１
	・座標系のＸ軸は、座標系原点において子午線に一致する軸とし、真北に向う値を正とし、座標系のＹ軸は、座標系原点において座標系のＸ軸に直交する軸とし、真東に向う値を正とする。 

	２
	・座標系のＸ軸上における縮尺係数は、０．９９９９とする。 

	３
	・座標系原点の座標値は、次のとおりとする。　　 Ｘ＝０．０００メートル　　Ｙ＝０．０００メートル 


設問）平面直角座標系は、北方領土を除く日本国土を19の座標系に分け、それぞれに原点を設定し、それぞれの範囲について、ガウス等角投影を適用して測量・地図成果が作成されている。19もの原点を設置しなければならない理由について、図を参考にして説明しなさい。
平面直角座標は、ガウス・クリューゲルの等角投影法によるもので、座標原点を通る子午線は等長に、図形は等角の相似形に投影される。しかし、距離については、原点から東西に離れるに従って平面距離が増大していくため、投影距離の誤差を相対的に1/10,000以内に収めるよう座標原点に縮尺係数（0.9999）を与え、かつ、座標原点より東西130km以内を適用範囲とした座標系を設けている。地方自治体が実施する地籍測量や公共測量のように測量範囲が狭い場合には、十分正確に表すことができるため、地図成果がこの誤差の範囲内に収まるよう19の原点を設けて精度を確保している。

[image: 平面直角座標系の投影面]







問題３　次の文章を読み、下図を参考にして各問いに答えよ。
地物の位置や形状といった空間的な特性を図形データやラスタデータとしてデータ化する際に、どういった座標系で作成しても良いが、実世界の場所との対応が可能な体系で座標値を用いる[下線①]のがＧＩＳの世界では一般的である。ＧＩＳデータの座標系には大きく分けると、地理座標系と 投影座標系の２種類がある。地理座標系は、地物の場所を（１経度と緯度）の座標値で管理し、座標値の単位は（２　（度）°）で管理する。一方、（３　投影座標系）は地理座標系を投影した平面上の（４　直交座標）で管理し、座標値の単位は（５　　長さ　）の単位になる。
投影法には利用目的に応じて様々なものが考案されている。[下線②]我が国のＧＩＳデータにも様々なものがあり、多くは平面直角座標系（我が国固有の座標系）や（６　ＵＴＭ座標系）で作成されている。いずれも（７　横メルカトル）図法で投影されるものであるが、各座標系の（８　原点の位置）や縮尺係数といったパラメータが異なる。
[image: ]（10　　　　　　　）
（９　　　　　　　）

（１）文中および図中の（　）にあてはまる語句を語群から選んで記号で答えよ。
＜語群＞ア　正方形、　イ　度（°）、　ウ　直交座標、　エ　地理座標系、　オ　投影座標系、　カ　長さ、　キ　重心の位置、　ク　横メルカトル
　　  ケ　ＵＴＭ座標系、　コ　正距、　サ　原点の位置、　シ　経度と緯度、　ス　平面直角座標系、　セ　自転軸の位置、　ソ　数学座標系
[bookmark: _GoBack]　　　解答欄
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（２）文中の下線①のように地球上の位置を経度・緯度で表わすための基準を測地基準系（測地系）というが、わが国の地理座標系で使用されている代表的な測地基準系を３つ書きなさい。
	日本測地系
	世界測地系
	WGS84



地理情報システム　２／２　S・P2
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